
様式例 

宗教法人「           」財産目録 （    年  月  日現在） 

区 分・種 類 数 量 金   額 備  考 

（資 産 の 部） 
円  １ 宝 物 宝物は金額を算定でき

ない場合には金額欄は

「－」を記載 
 
２ 什 物 
 
 

 
 

点

円

 
円

 
円 

特 

別 

財 

産  特 別 財 産 計   円 
 円  １ 土   地 

    境内地    筆 所在地及び地目を記載 円㎡

 
２ 建  物 
          棟 
 
３ 有価証券 
 
４ 預  金 
 
 

 
 

㎡

口

 
口

円

円

 
円

 
円 

 
 

円 
 

円 
 

 
 
用途及び所在地を記載 

基 
 

本 
 

財 
 

産 

 基 本 財 産 計   円 
  円 １ 土   地 

所在地及び地目を記載 ㎡ 円   ①境内地(宅地)   筆 

    ②境内地(畑)    筆 

    

  円 ２ 建  物 

用途及び所在地を記載 ㎡ 円     住 宅    棟 

円 ３ 什器備品 

 

４ 車  両 

 

５ 図  書 

 

６ 有価証券 

 

７ 積立預金 

 

８ 預  金 

 

９ 現  金 

 

 

点

台

冊

株

口

口

円

 

円

円

円

円

円

円

 

円 

 

円 

 

円 

 

円 

 

円 

 

円 

 

普 
 

通 
 

財 
 

産 

 普 通 財 産 計   円 

資 産 合 計 （A） 円    
（負 債 の 部） 

円  １ 借入金（   銀行）  
負
債 

円   
  ２  

 負 債 合 計 （B）   円 

正 味 財 産 (A)－(B) 円    
 
（注）１ 各財産の詳細については、財産台帳に明記されているので、財産目録には数量・金額等はその合計を記入するこ

と。 
   ２ 境内地・境内建物以外の土地建物（貸地・貸家・山林等）がある場合には、境内地・墓地・宅地・山林・境内建

物・事業用建物・その他の建物等に区分して記入することが望ましい。 
   ３ 境内建物については地番・用途を記入すること。 


